
引 当 金 を 計 上 す る 目 的 は 、 主 と し て 期 間 利 益 の 計 算 を 正

確 に 行 う こ と に あ る 。 引 当 金 を 計 上 す る に は 、 ① 将 来 の

費 用 ・ 損 失 等 が 特 定 し て い る こ と ② そ の 発 生 が 当 期 以 前

の 事 象 に 起 因 し て い る こ と ③ そ の 発 生 の 可 能 性 が 高 い こ

と ④ そ の 金 額 の 見 積 り が 合 理 的 に 行 え る こ と の ４ つ の 要

件 す べ て を 満 た す 必 要 が あ る 。 引 当 金 の 計 上 手 続 は 、 そ

の 支 出 額 の 見 積 り が 不 確 定 性 を 伴 う 点 で 、 未 払 費 用 の 計

上 手 続 と 区 別 さ れ る 。

完 成 工 事 補 償 引 当 金 は 、 工 事 の 引 渡 後 に 当 該 工 事 の 補 修

を 無 償 で 行 う 慣 習 が あ る 場 合 に 、 そ の 補 修 に 伴 う 支 出 に

備 え る た め に 計 上 さ れ る 引 当 金 で あ る 。 工 事 損 失 引 当 金

は 、 工 事 原 価 総 額 等 が 工 事 収 益 総 額 を 超 過 す る 可 能 性 が

高 く 、 か つ そ の 金 額 を 合 理 的 に 見 積 も る こ と が で き る 場

合 に は 、 そ の 超 過 す る と 見 込 ま れ る 額 の う ち 、 す で に 過

年 度 に 計 上 さ れ た 損 益 の 額 を 控 除 し た 残 額 を 、 工 事 損 失

が 見 込 ま れ た 期 の 損 失 と し て 処 理 す る 引 当 金 で あ る 。 完

成 工 事 補 償 引 当 金 は 、 将 来 の 工 事 の 補 修 義 務 の 発 生 に 備

え て 計 上 す る 債 務 性 引 当 金 で あ る の に 対 し て 、 工 事 損 失

引 当 金 は 、 債 務 性 は 有 せ ず 将 来 発 生 す る 損 失 を 見 越 し て

計 上 す る 非 債 務 性 引 当 金 で あ る 点 で 両 者 に 違 い が あ る 。
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